
B02計画1 
岡山 3.8m せいめい望遠鏡 
近赤外偏光撮像装置 

2019.3.19 文科省 新学術 A02/B02 キックオフミーティング  さらに2019.3.26 から一部抜粋、追加  

 

長田 哲也（京大 理） 

                【木野さんの資料に基づく】 

平成30年度で検出器入手、 
   31     クライオスタット製作、 
   32, 33, 34で 実験・観測。 

第49回2019.4.6 
望遠鏡会議資料 
表紙 



     浜ホトInGaAs2019.3天文学会(小金井)発表 

● InGaAs  温度～150K 
● 1.3k×1.3k pixel 
● □15μm/pixel 

 
● FoV □2’.9 
 

● □0”.13/pixel 

 

光学系の概要：最終案 

オフナーリレー 

偏光素子 
と 検出器 
   4個 

ダイクロイック・ミラー 

Cold Stop 

波長板 
（常温） 

真空容器 Cold Box 

可視焦点 

検出器 

広視野化したいが 
作りやすさを優先 

視野絞り 



せいめい望遠鏡の観測装置 

波長 

波長分解能 

視野 

1秒角 

多色同時撮像 
 
 
 高速測光分光 

 

KOOLS-IFU 
100 

10,000 

1分角 

1度 
0.4μm 1μm 2.5μm 

GAOES-RV 
大型(赤ナスミス) 大型(青ナスミス) 

小型 
ファイバ 

      近赤外偏光撮像    

SEICA 

近赤外相対測光分光 

可視高分散分光 



赤外線天文学で最も感度の良い
1.25,  1.65,  2.15μmの大気の
窓 J  H  Ks  

J    H     Ks  

大気透過率 

「2 Micron All Sky Survey」 

     2MASS など、 

2μm帯までが最重要だが、 
今回はJとH(short)の2バンドで行く！ 

お手本のSIRIUS 

1.49 1.78 

 

  ↑ 

 1.55カットの H (short) 

Tokunaga+02  
背景は1㎜水蒸気での大気なので、
岡山ではもっと下まで落ちる 



Nakaya+16  SPIE 

１２０K  

1.55 





● 赤外偏光器の後ろに多色カメラ 
● 多色カメラを単独での取付けも可 

2装置の統合 

大型装置フランジ 

大型装置フランジ 

東大 酒向氏資料 



今後の予定 

2019.いっぱい   光学系整備 

2020.2        InGaAsセンサー納入 


